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rs・Bが来ました！ J 
5月27日、ふれあい福祉センターへ北

海道日本ハムフ？イタース．のマスコット

キャラクタ－B・Bガ来てくれましだ。

ウサパラ元気体操では、 一結lこス ト

レッチなどの体操を行い、デイサービス

の皆さんとち交流し楽しい時間を過ごせ

ましだ。

善
意
に

感
謝
し
ま
す

後
士
山
建
設
工
業
株
式
会
社

（
代
表
取
締
役
社
長

本
久

公
洋
）
さ
ん
か
ら
、
お
年
寄

り
の
歩
行
手
助
け
と
な
る
杖

の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

有
効
に
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

社
協
で
は
、
希
望
さ
れ
る

方
に
随
時
貸
し
出
し
を
し
て

い
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

｜ 社会福祉法人喜茂別町社会福祉協議会 ｜ 

グ 乙の広報開同募 金 の 配 分 … 山 ま す

共同募金



平成27年 7月 社協だよりきもべつ ＠ ． 
，．守
、ー 挨 拶

喜茂別町社会福祉協議会

会長鷹羽保夫

平成 27年 7月号 「社協だより」発刊にあたり一言ご挨拶申し上げます。

日頃社会福祉協議会の事業推進に際しまして、ご理解とご支援いただいておりますことに感謝申し上げ

ます。

さて、日本は世界屈指の長寿国となり、 平均寿命が伸び社会全体の高齢者数が増大しています。それぞ

れの人が長くなった高齢期をどのように過ごすかを考えると同時に、社会全体として増大する高齢者ニー

ズに、どのように対応するかを考えなければならなくなっています。産業や科学技術の進歩は、社会環境

や人々のライフスタイノレ ・家族構造 ・疾病構造を変え、新たな社会福祉の課題をもたら しています。

このような世にあっては、すべての人が人生の晩年をより良く生きられるように社会的に支えるのが、

高齢者福祉の役割でもあります。

つきましては、平成27年度の喜茂別町社会福祉協議会事業計画については、別面に記載のとおりであ

りますが、この事業計画に基づいて役職員が一丸になって推進してまいる所存でございます。

終わりに、町民各位の益々のご健勝と力強し、ご支援をお願い申し上げご挨拶といたします。

！ 日正当調藍払吋 匡越山同時期~~惟－間作目ot己主主査3fiJ -J 

役 n：能名 氏 名 役職名 氏 名 役職名 氏 名

.6.. 長 鷹羽保 夫 評議員 出 村 公 平 評議員 佐藤秀幸ヨ＂

副 会長 小柳 捨次郎 II 生 山将昭 2 5名

II 菊 池 良 雄 II 植 木 典 子 職 員

理 .f}l'. 村上 誠 II 亀岡 三津子 事務局長 田 嶋 洋二

II 中野忠義 II 米 山加 奈子 総務係 大平広明

II 増村辰夫 II 久田則幸 総務係兼在宅福祉係 大 平 砂織

II 岩佐 庚ー II 飯 田裕介 在宅福祉係相談員 成田真 純

’f 山本冷子 II 東原 由香 在宅福祉係 主任 暮 地 民樹

II 松井孝司 II 遠 城武男 在宅福祉係 高田 将行

II 細 川政明 II 戸 井 博 志 II 館 内 泰子

1 0名 II 鷹 羽欣司 高齢者支援係主任 遠 藤 涼子

監 事 吉見昌子 II 東海林 清 高齢者支援係 中 島栄子

II 久保耕 二 II 日下博文 II 松田絵 梨子

2名 II 伏 田 秀 夫 II 田中一正

評議 員 遠藤徳雄 II 渡 辺 しず子 在宅福祉係 主任 坂庭晴美

II f（~ >J~ 勇 II 富田 加代子 在宅福祉係 吉 田香苗

II 川 辺房子 II 阿部昭 司 II 押 切 亜紀

II 伊藤喜三郎 II 下 回良広

II 行天勝美 II 中 島 明 博 1 4名

． 
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田
基

本

方

針

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
む
中、

地
域
で
は

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て
お
り
、
ま
た
、

長
引
く
不
況
に
よ
り
、
高
齢
者
の
孤
独
死
、
失
業
や

低
所
得
者
問
題
な
ど
地
域
に
お
け
る
福
祉
課
題
は
ま

す
ま
す
深
刻
・
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
喜
茂
別
町
社
会
福
祉
協
議
会
は

地
域
福
祉
推
進
の
中
核
的
団
体
と
し
て
、
家
族
や
隣

近
所
が
あ
た
た
か
な
「
紳
」
で
結
ば
れ
共
に
支
え
合

い
、
助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
け
る
町
づ
く
り

を
目
指
す
と
と
も
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、

行
政
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
福
祉
関
係
団
体
と

連
携
し
て
福
祉
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
で
は
、
制
度
改
正
に
よ
る
、
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
お
い
て
、
利
用

者
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
日
常
生

活
を
営
め
る
よ
う
、
よ
り
一
層
き
め
細
や
か
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
職
員
の
資
質
向

上
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
利
用
者
の
安
定

的
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
参
加
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
通
じ
て
、

地
域
福
祉
実
践
計
画
の
策
定
に
着
手
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
基
盤
を
構
築
し
、
孤
立
防

止
の
た
め
の
地
域
の
実
態
把
握
と
支
援
、
社
会
と
繋

が
り
を
持
ち
地
域
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
の
居

場
所
づ
く
り
、
日
常
生
活
を
円
滑
に
営
む
た
め
の
見

守
り
ゃ
困
り
事
等
の
基
本
的
生
活
支
援
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
事
業
に
つ
き
ま
し
で
も
、
住
民
の
理
解

と
協
力
を
い
た
だ
き
、
評
価
さ
れ
る
事
業
展
開
と
支

援
を
得
ら
れ
る
活
動
を
目
指
し
、
平
成
幻
年
度
の
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

回

重

点

事

業

計

画

ω
わ
か
り
や
す
い
啓
発
活
動
・
身
近
な
相
談
体
制

づ
く
り

・
町
民
一
人
ひ
と
り
の
生
活
課
題
に
応
じ
た
相
談

業
務
を
、
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

気
軽
に
受
け
ら
れ
る
体
制
を
推
進
し
ま
す
。

ω
町
民
主
体
に
よ
る
小
地
域
福
祉
活
動
の
育
成
・

支
援

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
に
対
す

る

「訪
問
」
な
ど
、
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ω
住
民
主
体
に
よ
る
、
心
の
支
え
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り

・
自
助
、
共
助
、
公
助
に
基
づ
く
、
町
民
の
紳
を

生
か
し
た
新
た
な
支
え
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、、つ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ω
地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
の
運
営
体
制
の
強

レい
・
町
民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、

P
R
活
動
を
積

極
的
に
展
開
し
、
事
業
の
見
直
し
ゃ
再
編
成
、

職
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

． 
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平成26年度資金収支計算書
自平成26年4月l日
至平成27年3月31日

勘 定 科 目（大）

会費収入

寄附金収入

経 経常経費補助金収入

I~ 受託金収入

常’ 貸付事業等収入

共同募金配分金収入
活

雑収入入

動 受取利息配分金収入

経理区分間繰入金収入

経常収入計 (1)

人件費支出

よ 事務費支出

支 事業費支出
る

貸付事業等支出

l収 共同募金配分金事業費

出 負担金支出

支 経理区分間繰入金支出

経常支出計（2)

経常活動資金収支差額（3)= (1）一（2)

施 11文
設
設 入

施設設備等収入計（4)
等

固定資産取得支出
支

よ
る 出
l収 施設設備等支出計（5)
支

路設設備等資金収支差額（6)= (4）ー（5)

mi 福祉積立預金取崩収入
目オ
務 その他の収入

活 入
財務収入計（7)

却j

支
積立預金支出

よ
る その他支出

収支
出

財務支出計（8)

財務活動資金収支差額（9)= (7）ー（8)

予備賀 (10)

当Wl資金収支差額合計 (11)= (3) + (6) + (9）一 (IO)

前期末支払資金残高 (12)

当期末支払資金残高 (11)+ (12) 

本年度予算額 決算額

1,500,000 l, 110, 200 

500,000 668,301 

22,693, 748 22,213,851 

46,690,059 45,554,268 

1,000,000 421,000 

810, 171 803,571 

57, 410 12,437 

13,000 2, 812 

1,406,800 1,260, 970 

74,671, 188 72,047,410 

59, 578, 575 56,203,364 

3,897,873 3,642, 100 

12,393,042 11, 129, 644 

1,000,000 510,000 

810, 171 676,590 

337,300 250,300 

1,406,800 1,260,970 

79,423, 761 73,672,968 

/::,. 4, 752,573 ム 1,625,558

。 。
2,200,000 1,857, 375 

2,200,000 1,857, 375 

ム 2,200,000 ム 1,857,375

7,677,818 11, 335, 193 。
7,677,818 11, 335, 193 

500,000 。
388,045 9,385 

888,045 9,385 

6, 789, 773 11,325,808 

150,000 

ム 312,800 7,842,875 

I, 000, 000 l, 719, 552 

687,200 9,562,427 

。

（単位．円）

差 異

389,800 

ム 168,301

479,897 

1, 135, 791 

579,000 

6,600 

44, 973 

10, 188 

145,830 

2,623, 778 

3,375,211 

255, 773 

1,263,398 

490,000 

133,581 

87 000 

145,830 

5, 750, 793 

ム 3,127,015 

。

342,625 

ム 342,625

ム 3,657,375 。
ム 3,657,375

500,000 

378,660 

878,660 

ム 4,536,035

ム 8,155,675 

ム 719,552

ム 8,875,227

． 
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貸借 ヌサ 日百，、、、 表

平成27年 3月31日現在 （単位：円）

資 産 の 昔日 負 債 の 部

［流動資産］ 11, 695, 781 ［流動負債］ 2, 133,354 

預貯金 3,275,678 未払金 2,001,512 

未収金 8,420, 103 預り金 131,842 

前受金 。
［固定資産］ 17, 311, 386 ［固定負債］ 6,476, 160 

基本財産 1,000,000 退職給与引当金 6,476, 160 

基本財産特定預金 1,000,000 資産の部合計 8,609,514 

その他の固定資産 16,311, 386 純 資産の部

建物 1,319, 707 ［基本金］ 1,000,000 

車輔運搬具 79, 171 基本金 1,000,000 

器具及び備品 1,636, 789 基金 。
ソフ トウェア 648,000 元入金 。
退職共済預け金 6,476, 160 ［その他の積立金］ 6,602,674 

貸付事業資金貸付金 868, 100 福祉積立金 5,274,074 

福祉積立預金 5,274,074 貸付事業資金積立金 1,328,600 

全国退職共済預け金 9,385 ［次期繰越活動収支差額］ 12, 794, 979 

うち当期活動収支差額 ム 2,609,396

純 資産の部合計 20,397, 653 

資産の部合計 29,007, 167 負債及び純資産の部合計 29,007, 167 

脚注 1.減価償却費の累計額 9, 258, 136円

． 
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後志建設工業側

菊地商店側

クレ一ドル興農側

J Aようてい喜茂別支所

日野浦建設側

北海信用金庫喜茂別支店

北海建業側

喜茂別町商工会

喜茂別自動車工業嗣

梅沢設備工業側

愛和の里きもべつ

側羊蹄フラワ一

三 野 農 機惰）

惰）表谷電気

富士見自動車工業

山 本洋 品店

ふじ歯科クリニック

後志総合管理情）

側ニチモク林産北海道

府羽保夫

北禅寺

大口募金
10,000円

6戸
(60,000円）

大口募金
5,000円
23戸

(115,000円）

安全地帯

日道建設運輸側

金 恭範

越 後 明

喜茂別北自運輸惰）

丸協建設林業側

セブンイレブン喜茂別町店

池田正宏

望

ローソン喜茂別店

脚北海道エネルギー喜茂別中央店

藤田 菓子 舗

増田ドライブイン

（有）富士ハイヤー

梅津クリーニング店

三幸食堂

内村俊二

小田 篤志

乾 秀明

成田繁光

大口募金
3,000円
28戸

(84,000円）

大口募金
13,205円

1戸
(13,205円）

希名匿

男

克

美

子

子

幸

進

夫

夫

司

子

子

之

裕

郎

郎

二

和

三

次

彬

辰

孝

美

裕

守

俊

喜

捨

洋

ス

嗣

店

側

喜

屋

郎

雄

て

果

産

可

、

／

商

啓

三

一

史

久

庚

徳

武

良

青

畜

の

士

葉

見

の

也

取

佐

藤

城

岡

林

池

口

見

田

峠

i

海

富

伏

千

松

吉

味

側

菊

名

岩

遠

遠

笹

東

菊

辻

木

輪

松

菅

戸

押

高

田

増

松

越

菊

石

石

伊

小

田

大口募金
2,000円
32戸

(64,000円）

吉

忠

久

優

和

昌

内

島

田

原

井

切

畠

中

村

井

後

地

川

川

藤

柳

嶋

二

孝

人

裕

隆

行

二

久

店

昭

誠

和

英

義

己

弘

修

具

将

井

藤

野

木

川

井

藤

巻

井

生

原

居

藤

日

山

々

桜

佐

小

佐

今

酒

伊

藤

林

藤

麻

東

新

斉

金

生

ヒ 口 美容 室

桑原理容院

森モータース

溝 口 商 店

渡辺時計店

大 楽 商 店

八重樫写真店

藤 塚 章 夫

須 藤 清 春

義

昭

寿

忠

悦

大口募金
1,000円
38戸

(38,000円）

勝

昌

公

春

司

美

作

雄

裕

博

子

則

晃

清

昭

茂

店

幸

和

夫

春

男

吉

子

明

満

美

三

達

生

吉

智

r

喜

直

勝

藤

美

尚

明

光

正

英

k
利

寿

光

吉

和

末

昌

政

博

晴

正

一

順

そ

田

戸

天

藤

橋

野

田

島

田

山

藤

造

川

本

口

切

井

見

土

木

見

H
花

庭

辺

藤

川

坂

一

創

，

才

木

；

j

磯

宍
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窓口募金・その他 127,711円

18件

喜茂別サッポロビール会 10,000円

老人クラブ連合会P・G部 10,267円

ふれあいバザー収益金（第l回）30, 570円

ふれあいバザー収益金（第2回） 30, 540円

小笠原嘉子 3,000円

セブンイレブン喜茂別町店 4,235円

セイコーマート喜茂別店 800円

ローソン喜茂別店 1,347円

喜茂別町立クリニック 661円

喜茂別町役場 3,805円

Aコープょうてい喜茂別店 1,029円

喜茂別郵便局 2,246円

ふれあい福祉センター 1,479円

郷の駅 ホッときもべつ 368円

農村環境改善センター 3, 116円

自販機売り上げ 18,608円

夏まつり共募グッズ売上 5,040円

ふれあいまつり共募グッズ、売り上げ 600円

（合計 861,419円）
歳末助け合い募金額

143,400円

社協だよりきもべつ 平成27年 7月

上壮 (llp) 5,500円
戸別一般 344,500円

中 里 (10戸） 5,000円
915戸

福里 (lOp) 5,000円

金 LL! (6戸） 3,000円 幸町 1 (10戸） 5,000円

共栄 (10戸） 5,000円 幸町 2 (50p) 25, 000円

鈴 ｝, , (51戸） 25,500円 末広町 (125戸） 25, 000円

徒1 園 ( 9 p) 4,500円 旭町 (107 p) 53, 500円

上尻別 (10戸） 5,000円 本町 (52戸） 26,000円

尻別 (15戸） 7, 500円 大町 1 (102p) 30,000円

福丘 (4p) 2,000円 大町 2 (lOOp) 50, 000円

知来別 (4戸） 2,000円 緑町 (149戸） 20, 000円

相 ｝, , (6戸） 3,000円

学校募金
留産 (12戸） 6, 000円

15,003円
比羅岡 (16戸） 8, 000円

3校
伏見 (20p) 10,000円

喜茂男IJ小学校 7, 951円 福 島 ( 5戸） 2,500円

喜茂別中学校 2, 299円 栄 (8戸） 4,000円

鈴川小学校 4, 753円 双葉 (13p) 6, 500円

歳未支援金配分事業 ｜ 平成 27年度赤い羽根共同募金 j
配分金は、 618, 919円

身体・知的・精神障がい者 13件 39,000円
北海道共同募金会より配分され、 j

高齢者福祉活動

障がい者福祉活動

児童福祉活動

老 人 単 身 世

母 子・父 子 世

在 宅 介 護 世

地 7C 福 祉 施

計

4市卦・ 42件

帯 2件

帯 l件

号H又fL 2件

60件

126,000円

6,000円

3,000円

100,000円

274,000円

歳末助け合い事業

母子 ・父子福祉活動

福祉育成・ 援助活動

に使われます。
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社会福祉の事業資金として、次の万々からご寄付をいただきまし定。

温かい善意巴心から感謝申し上げます。 （敬称略）

年 月日

平成27年 1月9日
平成27年 1月29日

平成27年 3月17日

寄付者ご芳名 ｜ 金 額

中村博子 I 100,000円
匿 名 I ioo.ooo円

輪島初子 I ioo,ooo円

備 考

夫の香典の 一 部

妻の香 典の 一 部

夫の香典の 一 部 ． 
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園加入のお問い合わせ・お申込み
・喜茂別町老人クラブ連合会事務局

（喜茂別町社会福祉協議会）

T~~~－~－~Q~A 
．喜茂別町市街地区福寿会事務局

石 川 俊裕 TEL33-3003 

．喜茂別町鈴川地区福寿会事務局
佐藤百合子 TEL33-6939 

元気な高齢者が増えることは、町の活力 1・
にもつながります。仲間同士、心を通わせ

支えあいながら、健康づくりや奉仕活動、

趣味活動に取り組めるのが老人クラブの魅

力です。

喜茂別町老人クラブ連合会には、市街地
区福寿会と、鈴川地区福寿会があります。

様々な活動がありますので、体力や趣味に

合わせてご参加いただけます。

ご自身の健康増進のため、仲間づくりの

ため、ぜひ福寿会に加入されますことをお

待ちしております。
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＠
＠
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・社会福祉協議会（社協）は、社会福祉法に基づき市町村ごとに設置され、地域

の実情に応じた住民の福祉を増進することを目的とした社会福祉法人の民間団

体で、民間組織の自主性と、住民や社会福祉関係者に支えられた公共性という

こつの側面をもっています。

・社協の運営資金は、住民の皆さんからの会費（一般会費、特別会費）や寄付金、

共同募金会からの配分金などがあります。

また、公共性という側面から、社協で実施する福祉サービスや各種事業に対し、

町からの補助や事業受託金を社協運営の財源としています。

・少子高齢化により、喜茂別町でも一人暮らしや支援が必要な高齢者などが増え

ていますが、支援を求める方々が安心して暮らせ、誰もが住みよい町にするた

めの福祉活動に、会費を活用します。

そのため、地域担当の社協役員が、皆様のご家庭や職場へ会費のお願いに伺っ

ております。

ご理解とご協力をよろしくお願いします。

． 


